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#11-47 

【１１月１９日～１１月２５日】 

〔ウクライナの報道をもとに作成〕 

平成２３年１１月２９日 

在ウクライナ大使館 
 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼ティモシェンコ前首相に対する刑事訴追 

・２１日、カルパチョヴァ最高会議人権担当全権は、ティモシェ

ンコ前首相の健康状態は極めて深刻であるとし、然るべき医

療施設における治療の必要性をアザーロフ首相に指摘。一

方、国家刑務所管理庁は、同前首相は深刻な健康状態には

なく、診察を自ら拒否している旨発表。 

・２３日、アニシチェンコ保健相は、キエフ市内の医療施設に

おいてティモシェンコ前首相の診察が行われた旨発言。同日、

国家刑務所管理庁は、同日の診察結果により同前首相の健

康状態に生命を脅かすような変化はなく、今後も取り調べを

行うことに問題はないことが判明した旨発表。 

▼大統領の動き 

・２２日、ヤヌコーヴィチ大統領は、ポルトノフ大統領補佐官兼

大統領府司法総局長を代表とした検事及び弁護士の活動改

革に関する作業部会を設立。 

・２４日、ヤヌコーヴィチ大統領は、スムィ州を訪問、軍事訓練

高等専門学校及び州立青少年劇場を視察、製菓工場等の開

所式に出席。 

・２４日、ヤヌコーヴィチ大統領は、１７日に最高会議において

採択された新たな最高会議選挙法に署名する用意があるが、

憲法に反する規定が含まれていることが分かった際には拒

否権を行使し最高会議における審議に差し戻す旨発言。 

▼オレンジ革命７周年記念日 

・１９日、キエフ市地区行政裁判所は、２２日のオレンジ革命７

周年記念日に際し、２１～２２日のキエフ市中心部における集

会の禁止を決定。しかし、２２日、活動家約２，５００名が独立

広場にてオレンジ革命記念集会を実施、当局は活動家数名

を拘束。 

２．経済 

▼マクロ経済 

・２５日、閣僚会議は、来年の予算案をベースとしたマクロ経

済指標を修正する旨報告。財務省は、従来２０１２年のＧＤＰ

成長率を５．０％と予測していたが、ＩＭＦの悲観的な予測を

考慮し、３．９％に下方修正する旨報告。 

▼ＩＭＦ 

・２１日、ＩＭＦは、１１月１８日にウクライナへの２００８年スタン

ドバイ合意のレビューに関する報告書を出版した旨報告。

本報告書によれば､ウクライナは効率的な協力のための責

任が欠如しており､短期間の目標はいくらか達し得たものの､

中期的な目的へはほとんど進捗がないとの評価。また報告

書には､レビューからの重要な教訓として、責任感とガバナ

ンスが重要であるが､ウクライナにはそれをなし得る明確な

回答がない旨記載。 

・２１日、中央銀行は、ウクライナ政府がＩＭＦの代わりに融資

拡大のため中国中央銀行からの提案を受領した旨報告。以

前、アザーロフ首相はＩＭＦの融資無しで一年間は問題無い

旨の発言があったが、中央銀行は首相のポジションは中国

銀行からの提案により説明出来得ると発表。 

・２４日､アルブゾフ中央銀行総裁は、次のＩＭＦミッションが１

２月中にウクライナを訪問する予定である旨発言。また、ア

ザーロフ首相は、家庭のガス価格の値上げなど､ウクライナ

への次回トランシェに関して厳しい課題があり､次回交渉の

延期もあり得るが､メインイシューは予算の赤字額及び支払

いによる残高になるだろうとの発言。 

・２５日、チヒプコ副首相は、ＩＭＦがウクライナへの融資継続

を拒否した場合に備え、中国、インド､ブラジルあるいはロシ

アからの融資を調整する旨の発言。同副首相は２０１２年の

利子と負債で１５０億ドルを支払う必要があるため､融資の必

要性を強調。 

▼農業 

・２２日、プリシャジニュク農業政策・食料相は、穀物輸出に

関する交渉のため、サウジアラビアを訪問。２５日、閣僚会

議プレスサービスは、ウクライナは、食用小麦のサウジアラ

ビアへの輸出に関して、サウジアラビアと合意することを望

んでいると発表。 

▼その他 

・２１日､閣僚会議は、ボリスポリ国際空港ターミナルＤの建設

に関して､建設コストが１６％増となることが見込まれる改訂

プロジェクトを承認。新しい計画によれば､ターミナルエリア

は１０７，０００ｍ２で２０％拡張するとともに､国際線及び国内

線の両方のサービスが提供可能となり､２０１２年３月２５日に

新ターミナルでの最初のフライトが計画。 

３．外政 

▼リトアニア大統領のウクライナ訪問 
・２２日、グリボウスカイテ・リトアニア大統領は、ウクライナを

訪問しヤヌコーヴィチ大統領と会談。第５回目となる首脳会

談後、両者はインフラ担当省庁間協力に関する覚書、科学

技術協力及び外相間協議に関する文書に署名した。首脳

会談後の記者会見では、グリボウスカイテ大統領は、１２月１

９日のウクライナ・ＥＵサミットが成功するか否かは、ウクライ

ナ側がティモシェンコ前首相の裁判に欧州の民主的価値観

を如何に反映させるかにかかっている旨述べた。ヤヌコー

ヴィチ大統領は、これに対し、ウクライナの欧州統合への行
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程が一時中断することを排除しないものの、ウクライナ国内

の改革が進行することから停止することにはならない旨述べ

た。 
▼アザーロフ首相のカザフスタン訪問 
・２３～２４日、アザーロフ首相は、カザフスタンを訪問し、マ

シモフ首相と会談し、本年９月までの両国間の貿易額は昨

年同時期に比べ７０％増加した旨述べた。アザーロフ首相

はまた、ナザルバエフ大統領とも会談し、両者は両国関係

がダイナミックに発展している旨述べ、航空、宇宙、エネル

ギー、運送における協力関係に関する議論がなされた。ア

ザーロフ首相は、更に、ＣＩＳ諸国との自由貿易協定の批准

が遅延することはないと確信している旨述べた。 

▼グリシチェンコ外相のインド訪問 

24～２５日、グリシチェンコ外相はインドを訪問し、メノン国家

安全保障問題担当首相補佐官、シャルマ商工相及びクマー

ル下院議長と会談した。各会談では、原子力分野での協力、

機会・造船・エネルギー・鉱物分野での協力、共同インフラ

計画、近い将来に貿易・科学技術・産業・文化協力に関する

第 4 回政府間会合を開催することの重要性、国連安保理改

革、国際的テロ問題、両国間の議会交流の促進等につき協

議が実施された。 

▼チヒプコ副首相のスウェーデン訪問 

・２５日、チヒプコ副首相はスウェーデンを公式訪問し、ビル

ト・スウェーデン外相と会談。ビルト外相は、ウクライナは欧

州における重要な国であり、ＥＵウクライナ連合協定文書の

最終版が作成されることの必要性を強調した。チヒプコ副首

相は、これに対し、ウクライナ国内の改革の進捗状況につき

説明した。 

４．防衛 

・２３日、クリムキン外務次官は、同日ブリュッセルにおいて実

施されたウクライナ・ＮＡＴＯ委員会に出席、ＮＡＴＯは本年度

の両者間協力を肯定的に評価している旨発言。 

・２４日、ヤヌコーヴィチ大統領は、スムィ州の軍事訓練高等

専門学校を訪問、政府はウクライナの軍事改革を重視してお

り、近い将来に新たな国家安全保障戦略及び軍事ドクトリン

が採択される見込みである旨発言。 

・２４日、グリシチェンコ外相は、防衛ミサイル配置問題を巡

る米露間対話における進展が見られない旨指摘、両国間の

関係悪化は欧州の安全保障・信頼関係強化に向けた努力

に影響する旨発言。 

（了） 


